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◇５Iil78(8)鰯鑓#［､鰭#ｾﾝﾀ‐＊森の手助け・植樹と木炭焼き２３名

☆森林しワリェーシヨン・ｉｎ知床
◇６月６８(士）ｍ鯛翻EmH＊新緑の森で森林浴と自然観察２３名

☆森林しワリェーシヨン・ｉｎ知床
◇６月208(土）鵬目#鵬鱸＃＊初夏の森で森林浴と自然観察２３名

☆森とのふ、あい（体醸林業）

◇７月３B(金）鶴鷆#上鰄騨ｾﾝﾀｰ＊森の手助け・除伐と木炭焼き２３名 鈩彌
i-W輔~鐘勘ii臓蔵~…￣~…￣~…￣~…－－~…~~~ｉ

ｉ［冬の口霜で歩くスキー自然■観■察］ｉ
ｉ.._.._.._:_…._…_－－_…_…_…-.--_…_……_…--.._…_－－－－…－－－－二．

☆森林しワリェーション・ｉｎ知床

◇８月１８(土）羅臼湖＊植物観察と湖沼巡り ４５名

☆森林しワリェーション・ｉｎ知床

◇BR19Bdl）鰯顛岫０lxロ＊登山と植物観察 平成９年度臘後のイベント，第１９回「

森とのふれあい」『冬の森．歩くスキー自

然観察』を斜里町歩くスキー同好会との共

催で２月２８日（土）に実施しました。

イペントコースは，斜里町市街地の北側

にあって，オホーツク海を望む国有林で，

通称「発見の森」です。当日は，うすぐも

りの空模様でしたが，風のない穏やかなス

キー日和となりました。

斜里､T博物館前に集合した参加者１２名

（男４．女８）は，担当者からの説明を受

けた後，準備をととのえ，発見の森へ出発

しました。

イベントコースは，針葉樹や広葉樹の森

を通り，地形は平担地や傾斜地など，変化

にとんでいます。参加者の中には，スキー

４５名

☆森林しワリェーションｉｎ・知床

◇10月138(j(）：M鴎蠅＊紅葉の森で森林浴と自然観察２３名

☆森とのふnあい

◇10月188（８）轤町翻鴎卿 ＊自然観察会 ２０名

？ 、☆森とのふｎあい

◇１１月８８(8)ｾﾝﾀｰｾﾐﾅｰ量 ＊識濱 ３５名
（インストラクターの脱明を聞き入る穆加者）

が思うように行かなく転ぶ人もいましたが，そ

のたびに廻りから励ましの声や笑いが森中に響

きました。

コースを進みながらところ所で立ちどまり，

森林イントラクターから冬の森のこと，樹木の

様子などの説明があり，熱心に聞き入っていま

した。また，森の中では小鳥のさえづりや，小

動物等の足跡も見られ，薑の森に－鬮魅せられ

た様子でした。

コースを進むにつれ，スキー操作もだんだん

上手になり，インストラクターの説明にも余裕

をもって聞き入っていました。

約４ｋｍのコースを２時間半かけ，心地好い

汗をかきながら，冬の森の自然観察を満喫し、

無事雪の森に別れを告げました。

☆森とのふ、あい

◇１月９８(土）ｾﾝﾀｰｾﾐﾅｰ量 ＊親子木工体験 ３５名

☆森上⑨ふnあい

◇２月278(t）鯉箙蠣雛 ＊歩くスキー二自然観察会３０名

☆森林しワリェーション・ｉｎ知床
◇３月128（金）、鰡蠅雌＊冬の森で歩くスキーと動物観察２３名

－－－－－壷￣￣－－－－－壷←～←

個々のイペントは各報道擬関及び広報等でお知らせいたします

問い合わせ知床森林センターmlO152Z-3-3009

瞬見の森を歩くスキーで楽しむ診加者）
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｛エゾプカの囲木色書に対するＢｉ臘策等の試み｜

ホターノLの塗布・金網省きを取り組み
､-..-.-..--.---.-.-.----.--.--.－-.-.-.-------.------------.-.--.-----.-.-..-.-..-..-..-..-..-..-..-----－－－．－.」

知床半島にも霧が訪れた。知床の山々は

峰筋から黒くなり，まだモノトーンの世界

だが，やがて緑が顔を出す。もうすぐ自然

は活力に溢れ生命は騒勤する。

知床半島をフィールドとする知床森林セ

ンターに勤務してから満６年になり，そし

て今年の３月に退職をしたばかりである。

夢中になって知床の自然に親しんできた

ように思う。

自然には余分なものはなく，欠けるもの

もないといわれるが，この知床にもそれは

当てはまる。好奇の目で眺めるとき，原始

の姿を多くとどめるこの知床は，俄然興味

の宝庫となる。山川草木，鳥獣虫菌なども

いかにもいわくがありげで，黙過するに忍

びない。疑問が沸いて，疑問を疑問のまま

前号では，知床半島（ウトロ地域）に設

定したエゾシカの樹木食害調査区での調査

結果について報告しましたが，今号では，

今年３月に試験的実施をした木タールの塗

布と金網巻きについて報告します.

…■査区の食害伍湿… （ラウス棚二の沼から屡臼岳巷望む）

残したくないばっかりに，結果として知り得たもの

も少なく厳い.

それにしても知床半島は広い。脚力がものをいう

フィールドでは行動範囲は制約される。広く感じる

ゆえんである。ということは知床のもつ魅力を満喫

するには時間がかかるということに落ち着く。

また興味が疑問を生み，好奇心を納得させるには

知床の自然はあまりにも奥が深いのである。

人や文献との出会いがあるから助かるが，自然は

計り知れない神秘に包まれている，自ずと謙虚にな

ってしまう。

半島の自然は今後も四季を繰り返しながら，存在

し続けることだろう。

知床の自然で知り得たことの数々，センターの諸

氏や多くの方々との交友の記憶で，いま私の心は満

たされている。

調査区は，前号で報告しているイチイの

林木遺伝資源保存林です。

面積は７．６５ｈａで，地況・林況的に見てエ

ゾシカが越冬することの出来る条件を備え

ている箇所です。

食害状況は，鯛査区における樹極榊成割

合に関係なく食害を受けており，オヒョウ

ニレとイチイが８割を占めています。

また，嗜好性が強く示されたオヒョウニ

レとイチイの被害状況は，直径階にあまり

関係なく食害を受けており，５０cm以上の

食害も見受けられたことや，食害の程度も

全周のものが多いこと，食害の高さも２ｍ

をF越えるものがありました。

゛ 1F､､、

（金網を巻い庭イチイ）

に当たっては，全く食害を受けていないものと

，食霄部位が半周以内で止まっている木を選

木し，以下の試験を行うことにしました。

①北海道大学と共同で，７０本のイチイを趣

木し木の全周に高さ２ｍ程度まで木ター

ルを塗布し，防腐・忌避の両面からみる

防除効果を観察することとしました.

②当センター独自に，４０本のイチイに金網

を巻き付け防除効果の推移を観察するこ
とにしました。

…駄磯的な防除蟹の取り組み… (コヨウラクツツジ）

、 ｌ11119m、
、調査は，今後も食害が多く予想されるイ

チイを対象に行いました。調査木の遡木

者
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|ﾝ翌':嚇獺ii鰯橲｜
、出身は網走で海を身近に感じ育ちました、ｉ
ｌ繍護~ｲﾋ見~斜里と幅鰄し､北見へ住んでぃｉ
ｉ龍…恋しく鬮學に……ｉｉじた時は安心しました。
ｉ斜里は女性的な曲線が美しい海別岳､男性ｉ
Ｉ的な急峻勇壮な斜里岳を身近に見ることがで１
１き夕日に映える岳を見ていると、その存在感１
１に圧倒されます
１周囲の諸先輩方々に色々と教わりながら勉１
１強していきます…さんどうぞ宜しく鐙｜
L魁出島ムーi藍鰯卜箆,男｣Ｍ霧一

密とのふれあい￣
内容森の手助け植樹と炭焼き

日時５月１７日

場所知床国有林

募集２３名

応募はがきでイベント名，住所

氏名，年齢，懲話，を瞥い

て知床森林センターまで

締切５月８日当日消印有効

参加費保険料として２００円

なお応募者が多数の時は抽

選になります。詳しくは

知床森林センターまで問

い合わせ下さい。

…今春の被官状況把擾について…

エゾシカ樹木食害が落ち着く４月中旬に，定
期的に実施する被害把握調査を行いました。

結果は，調査区全域で既に食害を受けている
オヒョウニレ４本（防除はしていない）の根元
一部が食害を受けているだけでした。

樹木食害が少なかった原因の一つとして，今
年は例年に比べ降雪量が少なく，ササを主体と
する草本類が埋雪しなかったことが大きな要因
ではなかったかと推測されます。

今回実施した防除について，その効果を見る
事が出来ませんでしたが，今後も継続した調査
を行っていくことにしています。

② 


